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学習教室一覧

 　

生
後　

日
以
上
の
飼
い
犬

９１

は
、
生
涯
に
一
度
の
登
録
と
、

毎
年
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
狂
犬
病
予
防

２０

定
期
集
合
注
射
屋
外
会
場
を
下

表
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

※
屋
外
会
場
を
利
用
で
き
る
の

は
、市
内
在
住
の
方
の
み
で
す
。

費　

用　

３
千
５
百　

円
（
注

５０

狂

犬

病

予
防
注
射
と
登
録
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射
お
よ
び
注
射
済
票
交
付
手
数

料
）

※
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

※
４
月
１
日
（
火
）
か
ら　

日
３０

（
水
）
ま
で
は
、
一
部
の
動
物

病
院
で
も
同
じ
料
金
で
、
注
射

と
注
射
済
票
の
交
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

※
登
録
済
み
の
犬
の
飼
い
主
に

は
、
３
月
下
旬
に
詳
細
を
個
別

に
通
知
し
ま
す
。

 
▽
青
色
の
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
交
付
票
と
、
白
色
の
問
診
票

（
記
入
を
し
て
き
て
く
だ
さ

い
）
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い▽
犬
は
清
潔
に
し
、
首
輪
が
抜

け
な
い
よ
う
に
点
検
し
て
、
犬

を
抑
え
る
こ
と
の
で
き
る
方
が

連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い

▽
引
き
綱
は
鎖
な
ど
の
丈
夫
な

も
の
を
使
用
し
、
短
く
持
っ
て

会
場
に
行
く
と
き
は
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く
だ
さ
い

▽
袋
な
ど
を
用
意
し
、
犬
の
ふ

ん
は
飼
い
主
の
責
任
で
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い

 
▽
新
規
登
録
お
よ
び
鑑
札
の
再

交
付
は
、
届
出
窓
口
で
受
け
付

け
ま
す

犬

の

登

録
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※
屋
外
会
場
ま
た
は
一
部
の
動

物
病
院
で
も
、
新
規
登
録
の
み

受
け
付
け
し
ま
す
。

▽
犬
の
死
亡
、
所
在
地
の
変
更

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
届
出

窓
口
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ

い※
死
亡
の
届
け
出
の
場
合
は
、

鑑
札
お
よ
び
注
射
済
票
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
窓
口　

環
境
保
全
課
、
東

部
・
西
部
出
張
所
、
動
く
市
役

所問
合
せ　

環
境
保
全
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
３
６
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日　

程　

下
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
学
習
室
（
福
祉
会
館
前
）

※
一
部
、
ほ
の
ぼ
の
館
（
小
川

西
町
五
丁
目
ア
パ
ー
ト
内
）
で

行
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

※
費
用
、
条
件
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
み　

３
月　

日
（
金
）
の

２１

午
前
９
時
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
可
、
先

着
順
）
�　

（
３
４
４
）
２
１

０４２

２
０
・
２
１
０
８

学

習

教

室

４

月

開

講

受

講

生

募

集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

 　

市
で
は
、
住
宅
用
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
を

設
置
す
る
方
に
、
設
置
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
方
に
は
、
市

民
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
、
機
器
使

用
の
効
果
な
ど
を
報
告
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
ま
た
は
在

住
予
定
で
、
自
宅
に
新
し
い
機

器
を
購
入
し
、
使
用
す
る
方

新
エ
ネ
・
省
エ
ネ
機
器

設
置
費
用
を
助
成

助
成
対
象
機
器
、
助
成
金
額　

上
表
の
と
お
り

申
込
み　

４
月
７
日
（
月
）
の

午
前
９
時
か
ら
、
環
境
保
全
課

へ（
電
話
・
送
付
不
可
、
先
着

順
）

※
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
領
は
市
役
所
４
階
環

境
保
全
課
、
東
部
・
西
部
出
張

所
、
動
く
市
役
所
に
あ
り
ま

す
。
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
保
全
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
３
６

 　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
を
受
託
す
る
事

業
者
の
変
更
に
伴
い
、
事
務
所

が
移
転
し
ま
す
。

※
会
員
の
活
動
内
容
な
ど
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

移
転
日　

４
月
１
日
（
火
）

移
転
先　

小
川
東
町
４
�
２
�

１
（
小
平
元
気
村
お
が
わ
東
２

階
）

電
話
番
号　
　

（
３
４
８
）
１

０４２

事

務

所

移

転

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

７
８
０

問
合
せ　

児
童
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
２
１

 　

４
月
の
地
域
活
動
は
、
改
選

に
よ
る
新
相
談
員
の
研
修
の
た

め
、
お
休
み
し
ま
す
。

問
合
せ　

児
童
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
２
１

 
�
ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
　

講
座
を
通
じ
て
子
育
て
の
ヒ

ン
ト
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

４
月
５
日
・　

日
・

１９

　

日
、
５
月　

日
・　

日
、
６

２６

１７

２４

月
７
日
の
土
曜
日　

午
前　

時
１０

〜
正
午　

全
６
回

と
こ
ろ　

小
平
元
気
村
お
が
わ

東費　

用　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児

の
保
護
者

４
月
の
地
域
活
動
は

お

休

み

子
育
て
の
知
恵
袋

子

育

て

講

座

子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー

定　

員　

８
人

※
保
育　

人
あ
り
ま
す
。

１０

講　

師　

瀧
澤
妙
子
、
田
門
美

千
子
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）

申
込
み　

３
月　

日
（
金
）
か

２１

ら　

日
（
金
）
ま
で
（
日
曜
・

２８
月
曜
日
を
除
く
）
に
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

可
、
先
着
順
）
�　

（
３
４
８
）

０４２

２
１
０
０

 
�
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
い
っ
し

ょ
に
考
え
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
子
育
て
の
不
安
や

悩
み
を
抱
え
て
い
る
子
育
て
中

の
方
を
対
象
と
し
た
「
子
育
て

相
談
」
と
、
生
き
方
や
家
族
の

こ
と
な
ど
で
悩
み
を
抱
え
て
い

る
女
性
を
対
象
と
し
た
「
女
性

相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
、

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
り

ま
す
。

相
談
日　

月
曜
〜
土
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

▽
子
育
て
相
談
…

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時　

４５

３０

分
子
育
て
相
談
・

女

性

相

談

▽
女
性
相
談
…
午
前　

時
〜
午

１０

後
４
時

と
こ
ろ　

健
康
セ
ン
タ
ー
１
階

子
育
て
・
女
性
相
談
室

費　

用　

無
料

相
談
専
用
電
話　

▽
子
育
て
相

談
�　

（
３
４
５
）２
４
１
６

０４２

▽
女
性
相
談
�　

（
３
４
５
）２

０４２

４
１
５

 
�
小
金
井
桜
と
ゆ
か
り
の
名
所

旧
跡
を
訪
ね
る

と　

き　

３
月　

日
（
月
）　

３１

雨
天
実
施

集　

合　

午
前
９
時
、
西
武
線

一
橋
学
園
駅
北
口
前
公
園

※
解
散
は
正
午
ご
ろ
。

コ
ー
ス　

国
土
交
通
大
学
校
�

海
岸
寺
�
小
金
井
桜
樹
碑
�
行

幸
松
の
碑
�
小
金
井
橋
�
真
蔵

院
�
小
金
井
公
園
�
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
前　

約
５
㌔
㍍

費　

用　

１
人
６
百
円
（
傷
害

保
険
料
を
含
む
）

申
込
み　

３
月　

日
（
金
）
か

２１

ら
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
（
電
話
可
）
�　

（
３

０４２

４
４
）
２
１
２
０
・
２
１
０
８

シ
ル
バ
ー
ガ
イ
ド

狂犬病予防定期集合注射屋外会場　日程

と　こ　ろと　　　　　き

中 央 公 園 噴 水 池 前午前９時１５分～１０時

４月１７日
（木）

東 部 公 園午前１０時４５分～１１時３０分

大沼地域センター公園午後１時４０分～２時１０分

つ つ じ 公 園午後２時４０分～３時１０分

鈴木地域センター公園午前９時１５分～１０時

４月１８日
（金）

小 川 公 園午前１０時４５分～１１時３０分

小 川 西 町 防 災 広 場午後１時４０分～２時１０分

福祉会館前市民広場午後２時４０分～３時１０分

※雨天の場合は、午前・午後とも最初の会場の開始１５分前に判断
し、午前の全会場・午後の全会場を中止することがあります。

助成金額助成対象機器

出力１キロワット
当たり
５万円（上限１０万円）

住宅用太陽光発電システム機器

１機器当たり
５万円

住宅用二酸化炭素冷媒ヒートポンプ給湯
器

１機器当たり
２万５千円住宅用潜熱回収型給湯器

と　　　き教　　室　　名

午後４時～５時
火曜日小学４年生補習Ａ

（国語・算数） 金曜日小学６年生

午後４時～５時月曜日小学４年生補習Ｂ※（国語・算数）

午後５時～６時月曜日小学４年～６年生

英語
木曜日中学１・２年生

午後６時～７時３０分金曜日中学２・３年生

土曜日高校生

午後６時～７時３０分

木曜日中学１年生

数学

火曜日中学２年生

水曜日中学３年生

金曜日中学生、高校生

月曜日

日曜日
高校生

午前１０時～正午
月曜日

一　　般
書道Ａ 木曜日

午後３時３０分～５時水曜日児　　童

午前１０時～正午火曜日（月３回）一　　般書道Ｂ※

午後１時３０分～３時３０分火曜日実用・かな書道

午前９時～午後０時３０分
（初級・中級各９０分）日曜日英会話

午前１０時～正午火曜日実用英会話

午前１０時～正午土曜日インドネシア語初級

午後１時～３時３０分第１・３月曜日パステル画

午後１時３０分～４時第２・４木曜日水彩画

午後２時～４時３０分第２～４日曜日絵画

午後１時～２時３０分第２・４土曜日文章

午後１時～３時第１・３火曜日舞踊

午前９時～午後３時第１・３金曜日大正琴

午前１０時～午後３時第２・４金曜日フラワーアレンジメント

午後１時～３時第２・４火曜日吟詠

午後１時～５時第１・３木曜日草木・あい染め

午前１０時～正午土曜日囲碁

午前１０時４５分～正午日曜日腹話術

午前１０時～正午第２・４水曜日あみもの※

午後１時～４時第２・４土曜日ちぎり絵※

午後１時３０分～３時３０分第２・４月曜日話し方※

午前９時３０分～１１時３０分土曜日将棋※

午前１０時～正午第２・４木曜日着付け※

� �������� ������

� �������� ������� �������
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※は、ほのぼの館（小川西町五丁目アパート内）。
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平成20年度
 　

春
で
す
…
本
の
中
の
春
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

 　

案
内
役
の
天
狗
と
犬
に
つ

い
て
い
く
と
、
桜
の
こ
と
を

た
く
さ
ん
教
え
て
も
ら
え
ま

す
。
サ
ク
ラ
前
線
の
不
思
議

や
、
桜
の
生
態
、
日
本
各
地

「

春

」

の

本

春
の
主
役
桜

ゆ
の
き
よ
う
こ
文　

早
川
司
寿
乃
絵 

理
論
社

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

の
桜
の
名
木
な
ど
。

　

読
み
終
わ
っ
た
後
に
、
す

ぐ
桜
の
花
を
見
に
行
き
た
く

な
る
絵
本
で
す
。

　

「
先
輩
、
リ
ボ
ン
く
だ
さ

ぁ
い
」

　

亜
樹
の
所
属
す
る
卓
球
部

の
女
子
に
は
、
卒
業
式
に
あ

こ
が
れ
の
先
輩
か
ら
制
服
の

リ
ボ
ン
を
も
ら
う
伝
統
が
あ

り
ま
し
た
。

　

亜
樹
は
、
試
合
に
も
勝
て

ず
彼
氏
も
い
な
い
、
決
し
て

あ
こ
が
れ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
池
橋
先
輩
に
断
ら
れ
ま

す
。そ
の
と
き
、先
輩
に
言
わ

れ
た
言
葉
は
、
亜
樹
に
自
分

自
身
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
に

…
。

　

揺
れ
動
く　

歳
の
１
年
間

１５

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ち
ご
畑
の
土
の
中
に

は
、
ち
い
さ
な
お
ば
あ
さ
ん

が
住
ん
で
い
ま
す
。
い
ち
ご

の
実
が
な
る
と
、
赤
い
色
を

つ
け
て
歩
く
の
が
、
お
ば
あ

さ
ん
の
仕
事
で
す
。

　

い
ち
ご
を
食
べ
る
と
き
、

「
こ
の
い
ち
ご
も
お
ば
あ
さ

ん
に
は
け
で
赤
く
染
め
て
も

ら
っ
た
の
か
な
」
と
楽
し
く

な
る
絵
本
で
す
。

     
〈
市
内
全
図
書
館
所
蔵
〉

リ
ボ
ン

草
野
た
き
著　

ポ
プ
ラ
社
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